
                             

                             

                             

                             

 [第 335 号］             北日野公民館だより               令和 6年 2月 15 日 

 

御誕生寺 日野フォトクラブ 

北日野地区の人口  4,183 名(1 月比 -19）（男 2,020 女 2,163 外国人含む 1,581 帯(1 月比-13） 令和 6年 2月１日現在 

 

突
然
の
出
来
事 

そ
れ
は
突
然
の
出
来
事
だ
っ
た
。
妻
が
右
手
・
右
足
に
力
が
入
ら
な
い
、

握
っ
た
コ
ッ
プ
を
落
と
す
、
右
足
の
ス
リ
ッ
パ
が
脱
げ
な
い
、
階
段
が
怖

い
！
と
い
う
症
状
を
訴
え
た
の
だ
が
、
そ
の
日
は
あ
い
に
く
の
休
日
だ
っ
た

の
で
、
週
明
け
に
病
院
に
連
れ
て
行
っ
た
。
一
日
が
か
り
の
診
察
結
果
は
想

像
を
超
え
て
の
シ
ョ
ッ
ク
な
も
の
だ
っ
た
。『
脳
梗
塞
！
即
入
院
！
』
な
ぜ

救
急
車
で
来
な
か
っ
た
の
か
！
と
担
当
の
脳
神
経
医
か
ら
叱
ら
れ
て
し
ま
っ

た
。
軽
く
受
け
止
め
て
し
ま
っ
た
我
の
認
識
の
甘
さ
を
猛
省
し
た
。 

突
然
の
通
告
に
驚
い
た
が
、
本
人
は
入
院
の
準
備
を
済
ま
せ
気
丈
に
夕
方

入
院
し
た
。
家
族
の
中
心
が
抜
け
た
後
に
も
待
っ
て
い
る
日
々
の
生
活
を
止

め
ら
れ
ず
、『
何
と
か
す
る
か
ら
、
心
配
し
な
い
で
！
』
と
い
っ
た
も
の

の
、
食
事
の
準
備
・
掃
除
・
洗
濯
あ
れ
こ
れ
、
こ
れ
ま
で
妻
の
仕
事
と
思
っ

て
軽
く
考
え
て
い
た
わ
が
身
を
反
省
し
た
。 

幸
い
妻
は
２
週
間
の
入
院
で
普
段
の
生
活
が
送
れ
る
ま
で
に
回
復
し
た
。

高
齢
者
と
い
わ
れ
る
年
齢
に
な
り
日
々
の
自
分
の
状
態
観
察
を
心
掛
け
ね
ば

と
強
く
思
っ
た
。
そ
れ
は
支
え
て
く
れ
て
い
る
家
族
を
巻
き
込
む
こ
と
に
直

結
す
る
か
ら
だ
。
人
は
老
い
て
い
ず
れ
病
を
得
る
。
頭
で
わ
か
っ
て
い
る
が

そ
れ
は
今
日
突
然
に
訪
れ
る
と
は
考
え
な
い
の
が
現
実
。 

今
回
妻
が
入
院
し
て
毎
日
の
集
団
登
校
見
守
り
を
休
止
し
た
。
こ
れ
に
気

づ
き
私
の
身
を
心
配
し
て
電
話
を
頂
い
た
友
人
が
い
た
。
私
も
ま
た
見
守
ら

れ
て
い
る
こ
と
に
気
づ
か
さ
れ
た
！
実
に
嬉
し
く
感
じ
た
。 

 

声
か
け
一
つ
。
家
族
や
友
人
た
ち
の
支
え
が
生
活
や
人
生
に
潤
い
を
与

え
て
く
れ
て
い
る
と
思
う
。
社
会
福
祉
も
充
実
し
て
き
て
い
る
が
、
一
人
一

人
の
変
化
に
気
づ
き
支
え
に
な
っ
て
く
れ
る
身
近
な
人
の
存
在
が
一
番
重
要

な
の
だ
と
思
う
。 
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       〈地区の将来像〉  豊かな自然と誇れるふるさとづくり      令和 6年 2月 15 日（2）    

 

無
料
体
験
会 

開
催
！ 

 
 

こ
ど
も
ぎ
ん
ぶ 

剣
か
た
な

や
扇

お
う
ぎ

を
も
っ
て
舞
い
ま
せ
ん
か 

日
時
：
三
月
三
十
日
（
土
） 

 
 
 
 
 

九
時
三
〇
分
～
一
二
時 

場
所
：
北
日
野
公
民
館 

講
堂 

★
未
満
児
・
小
学
生
・
中
学
生 

 
 
 
 

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
★ 

お
問
合
せ
先
：
北
日
野
公
民
館 

 

二
月
十
一
日
（
日
）
、
ア
ル
プ
ラ
ザ
ボ
ウ

ル
鯖
江
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

十
町
内
が
参
加
さ
れ
、
和
気
あ
い
あ

い
、
ゲ
ー
ム
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。 

 
 
 
 

 
     

 

北
日
野
地
区
体
育
協
会 

 

令
和
六
年 

北
日
野
地
区 

区
長
の
み
な
さ
ん 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
敬
称
略
） 

矢 

放 

町 
 

小
林 

義
樹 

（
地
域
部
長
Ｒ
６
．
４
月
か
ら
） 

帆 

山 

町 
 

土
田 
浩
司 

矢 

船 

町 
 

川
崎 

雅
彦
（
事
務
局
長
） 

向
新
保
町 

  

増
永 

信
幸 

畑    

町 
 

 

小
林 

浅
則 

小
野
谷
町 

  

杉
本 

輝
彦 

西 

谷 

町 
 

笠
嶋 

敬
三
（
監 

事
） 

荒 

谷 

町 
 

萩
原 

郁
男 

平 

林 

町 
 

松
原 

一
美 

庄 

田 

町 
 

杉
本 

一
彦
（
会 

長
） 

大 

手 

町 
 

伊
藤 

勉 

西 

尾 

町 
 

玉
川 

喜
一
郎
（
副
会
長
） 

岩 

内 

町 
 

村
田 

忠
明 

大 

屋 

町 
 

中
村 

文
雄 

葛 

岡 

町 
 

塚
崎 

康
雄 

問 

屋 

町 
 

佐
々
木 

直
哉 

住
宅
団
地 

  

鎌
谷 

浩
司 

押
田
坂
峠
の
地
蔵
堂 

 

葛
岡
町
か
ら
押
田
町
に
通
じ
る
「
通

称
・
押
田
坂
」
に
お
堂
が
建
っ
て
い
ま

す
。
な
か
に
、
三
体
の
可
愛
い
お
地
蔵

さ
ん
が
祀
ら
れ
、
誰
が
供
え
た
の
か
お

花
も
沢
山
供
え
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

峠
の
「
地
蔵
堂
」
由
来 

葛
岡
か
ら
押
田
に
通
じ
る
峠
道 

通
称 

押
田
坂
に
あ
る
。 

こ
れ
は
昔
に
葛
岡
か
ら
押
田
に
通
じ
る

峠
を
歩
い
て
い
た
旅
人
が
雪
倒
（
な
だ

れ
）
に
逢
っ
て
死
亡
し
た
。
こ
の
雪
を

慰
め
る
意
で
作
ら
れ
た
の
が
此
の
地
蔵

さ
ま
で
あ
る
。 

葛
岡
町
地
蔵
堂
再
建
委
員
会 

昭
和
五
十
七
年
五
月
二
日 

 

～
手
作
り
お
味
噌 

仕
込
み
完
了
～ 

 

二
月
十
日
（
土
）
、
味
菜
ク
ラ
ブ
の
ご
指
導

に
よ
り
、
地
元
の
大
豆
と
麹
を
使
い
、
味
噌

作
り
を
し
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

い
よ
い
よ
三
月
十
六
日
（
土
）
、
は
北
陸
新

幹
線
金
沢
・
敦
賀
間
開
業
で
す
。
北
日
野
地

区
で
は
開
業
を
盛
り
あ
げ
よ
う
と
、
越
前
た

け
ふ
駅
に
入
線
す
る
新
幹
線
を
、
自
治
振
興

会
が
準
備
す
る
Ｔ
シ
ャ
ツ
を
着
て
岩
内
町
か

ら
歓
迎
す
る
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
ま
す
。 

日
時
：
三
月
一
六
日
（
土
） 

 
 
 

午
前
八
時
一
〇
分
集
合 

集
合
場
所
：
越
前
た
け
ふ
駅
東
口
駐
車
場 

☆
参
加
者
に
は
新
幹
線
の 

ノ
ベ
ル
テ
ィ
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
☆ 

☆
子
ど
も
さ
ん
に
は
お
菓
子
の 

プ
レ
ゼ
ン
ト
☆ 

詳
し
く
は
別
紙
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

み
な
さ
ん
の
参
加
お
待
ち
し
て
い
ま
す 

 

参
加
者
の
感
想 

 

毎
年
こ
の
お
味

噌
が
楽
し
み
だ
っ

た
の
で
、
よ
か
っ

た
で
す
。 

【
団
体
の
部
】 

優
勝 

西
尾
町 

準
優
勝
矢
船
町 

三
位 

大
屋
町 



                             

                             

                             

                             

 （3）令和 6年 2月 15 日   ＜地区の将来像＞暮らしの安全、快適生活とインフラ整備            

２月～３月の予定 
 

2 月 16 日(金)  区長会 
  17 日(土)  水引のストラップ作り 
    25 日(日)  きたひのづくり大集会 
  25 日(日)  ふれあい健康まつり 
3 月 2 日(土)10 日(日)ウェルカムダンス練習会 

  5 日(火)  第３回公民館運営協議会 
7 日(木)  囲碁ボール大会 
7 日(木)  認知症についての講演会 

16 日(土)  越前たけふ駅開業イベント 
17 日(日) 春の落語会 
休館日 毎週月曜日   2 月 23 日 
                      

 
 

 
  

 ３月に長男が小学校を卒業する。声変わりも、ズボンの裾が
短くなったのも、成長の証だ。まだあの低音になった声が耳に
馴染まない。もう可愛かった声は動画でしか懐かしむことが出
来ないようだ。 
 中学校ではバスケがしたいと目標も出来たようで動画から知
識を蓄えているようだ。「スラムダンク」は今でも多大な影響
力があることを実感した。いつの時代も物事の全ては基礎が重
要だ。 
 きっと中学校に行っても明るく、楽しい学校生活を送ってく
れる。まだ少しばかり大きめな自転車は春を待っている。 

北日野駐在所だより №７１ 

防災品を使用しましょう！ 
 
～寒い時期がまだ続きます。暖房器具の周辺製品にひと工夫を～ 
 
 日頃、私たちは燃えやすいものに囲まれて生活しています。日
常生活でのちょっとした不注意が原因となって、多くの火災が発
生しています。みなさんの身の回りを燃えにくい「防炎性能」を
有する防炎品を使用すれば、火災の発生・拡大を防止することが
できます。 
※防炎品は、「防炎物品」と「防炎製品」の２種類があります。 
 
【防炎物品】 
消防法令により高層建築物や劇場、旅館、病院などでの使用が義
務付けられています。 
例：カーテン、布製ブラインド、じゅうたん、暗幕、どん帳、工
事用シート、展示用の合板など 
 
【防炎製品】 
一定の基準以上の防炎性能を有するものを防炎製品として認定し
ています。 
例：寝具類、テント類、シート類、非常持ち出し袋、防災頭巾、
衣服類、作業服、布張家具、自動車、オートバイ等のボディカバ
ー、木製等ブラインド、襖・障子紙、マット類、祭壇、展示用パ
ネル、災害用間仕切りなど 
 

［問い合わせ先］南越消防組合 東消防署  
予防指導課 ☏４３－０１１９ 

春風コンサート 
 
３月２４日（日） 

越前たけふ道の駅特
設会場にて開催しま
す。 
詳しくは別紙チラシ
をご覧ください。 
 
春のひととき、ご家
族おそろいでお越し
ください。 

小学校 PTA 保護者 

書
道
教
室
夜
の
部 

 
 
 
 
 
 

書道通信 

① 昨年の交通事故発生状況 
去年１年間県内の交通事故で亡くなった方は２０人（前年

比－７人）でした。うち高齢者は１４人。死亡事故が一番多
く発生した場所は「交差点」で、一番多く発生する時間は
「午後４時から午後６時の間」です。全体傾向として「夕方
に交差点で高齢者が重大事故」に遭う傾向です。交通事故
は、加害者側も被害者側も不幸にします。死亡事故の当事者
にならないよう安全運転と反射材の励行をお願いします。 
② 【警戒を！】昨年の特殊詐欺被害額が倍増！ 
去年１年間の特殊詐欺被害発生状況がまとまりましたので

お知らせします。 
被害件数は合計２９件、被害額は約６，０３０万円となり

ました。特に被害額は令和４年から倍増しています。１件当
たり単純に２０８万円の被害額です。詐欺の電話やはがきは
いつ来るかわかりません。引き続き警戒をお願いします。 

令和５年度第３回運営協議会を開催します 
 
日時：３月５日（火） 午後７時３０分～ 
内容：・令和５年度事業経過報告について 
   ・令和６年度事業の取り組みについて 
   ・その他 
 
傍聴を希望される方は北日野公民館までお問い
合わせください。  ☏２３－４６０３ 

野村宗雄さん表彰 
 令和５年１１月３０日、

越前市農業委員会の委員と

して専門知識の研鑽につと

められたことによる感謝状

が、越前市長より送られま

した。 

～毎月第３日曜日を休館とします～ 
 第３日曜日は「家庭の日」です。そこで、
家族とのふれあいの時間を過ごしていただく
ために、試行的に令和６年４月から９月まで
の６ヶ月の間、第３日曜日を休館とさせてい
ただきます。 
 皆様には、大変ご迷惑をおかけいたします
が、ご理解をいただきますよう、よろしくお
願いいたします。 

生涯学習・芸術文化課 
北日野公民館 

池
田 

怜
夏
さ
ん 



                             

                             

                             

                 

［第 335 号]＜地区の将来像＞ 乳幼児から高齢者まで、笑顔と躍動あふれるコミュニティの形成    令和 6年 2月 15 日(4)  

編集・発行  越 前 市 北 日 野 公 民 館 

北日野地区自治振興会（北日野公民館内） 

メ
ー
ル
投
稿
、
原
稿
な
ど
は 

↓
こ
ち
ら
か
ら
ど
う
ぞ
♪ 

〒915-0052 福井県越前市矢放町 21-11 tel/fax:0778-23-4603 

        E-mail:kitahino_ko@city.echizen.lg.jp 

https://kitahino.jp/ 

お友達登録は→のＱＲコード
で 

和菓子づくり 2/11 
 
 

村国山の山頂に数本見られる 
高さ 10m 以上の落葉針葉樹。 
枝は横に広がり葉は短い枝の先 
に 30 ほど集まってつく。長さ 
3cm ほどでやわらかく針状。い 
でだちはうす緑色で後に緑色と 
なり秋には黄色になり落葉する。 
針葉樹で落葉するのは珍しい。 
雌雄同株。4 月雄花は短枝に下 
向きにつき卵形。雌平は直立す 
る。実は 3cm ほどの球形の 
まつかさで中に翼のある種 
が入っている。戦前に木 
材として植えられたよう 
である。 

カラマツ(マツ科) 

北側の車道から忠魂碑 
への登山道脇などに見ら 
れる常緑性のシダ、茎は 
まばらに分枝し高さ 10cm  
あまり葉は長さ 2cm 巾 
1cm ほどでうすい革質で 
光沢があり密生する。胞 
子のうは茎の上部の葉腋 
に１こずつつき横にさけて黄色の胞子を出す。葉の形に

は巾の広 いものや細いものがある。 

トウゲシバ(ヒカゲノカズラ科) 

表
紙
の
俳
句
は
、
北
日
野
俳
句
会 

前
田 

絹
代
さ
ん
の
作
品
で
す
（
矢
放
町
） 

大根・かぶの寄付 
 児童館の畑で作っていたかぶ・大
根を能登半島震災の炊き出しに向け
ての食材募集に協力させていただき
ました。 

少しです 
が被災され 
た方々のお 
役に立てれ 
ばと思いま 
す。 

 
 
 
 

９月球果 

お詫びと訂正 
１月号で紹介したウラジロの 
２枚目の写真の見出しに誤りが 
ありました.。申し訳ありません。 
       → 誤：６月花 正：６月胞子 

越前たけふ駅休憩所に北日野ブース完成！  
 
 

ウェルカムダンス練習＆豆まき 
2/3 
 ウェルカムダンス練習の後、
子供たちに豆まきをしてもらい
ました。とても楽しそうにまい
てくれました♪ 


